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第 3 章 
 

党と国家の新指導部 
―不完全な世代交代と今後の道筋― 

 
山田紀彦 

 
 はじめに 
 
 2016 年 1 月 21 日，第 10 期党中央執行委員会選挙が行われ 77 人の候補者の中から 69
人の委員が，そして 11 人の候補者の中から 8 人の予備委員が選出された(Pasaason, 
January 22, 2016)。その後開かれた第 10 期党中央執行委員会第 1 回総会にてブンニャン・

ウォラチット国家副主席(役職は選出時)が新党書記長に，また 11 名からなる政治局と 9 名

からなる書記局も選出され党新指導部が発足した。そして 2016 年 4 月 20 に開催された第

8 期第 1 回国会でブンニャンは国家主席にも選出された。同国会では序列 2 位のトーンルン

を首相とする新内閣も発足している。今後はブンニャン・トーンルン体制の下で「2020 年

の最貧国脱却」，「ビジョン 2030」の実現に向けて国家建設を進めることになる。 
今回の党や国家機関人事をみると革命第一，第二世代がほぼいなくなり，第三世代に実

質的な国家運営権がシフトしたといえる。そこで唯一残ったのが第二世代のブンニャンで

ある。世代の変わり目にあるなかで，ブンニャンが引退せず書記長に就任したことには前

世代の重石としての意味がある。ではブンニャン書記長以下，党新指導部や新内閣はどの

ような顔ぶれになったのだろうか，また今回の人事にはどのような特徴があるのだろうか。  
以下第 1 節では，第 10 期党中央執行委員会人事を理解するために，党大会前年に行われ

た一部の県や中央省庁での人事異動を振り返り，党大会前の状況を確認する。第 2 節では

第 10 回党大会に参加した正代表 685 人の属性から，党員の世代交代が進んでいることを明

らかにする。それを踏まえて第 3 節では党人事を，そして第 4 節では国家機関人事につい

て考察し，党・国家新指導部の特徴について述べることにする。 
 
第1節 第 10 回党大会前の県知事，中央国家機関人事 
 
表 1 は 2015 年に実施された県レベルの党大会開催日である。一般的に中央で開催される

全国党大会の約 2 年前から基層級，郡級，そして県級と徐々に党大会が開催され，一部人

事異動が行われる。県レベルではサイソムブーン県を除いて 2015 年 4 月から 11 月まで全

県で党大会が開催された。サイソムブーン県は党大会ではなく党員代表大会が開催されて

いる。第 9 期党規約第 10 条によると，党大会は下級の党組織から選出された代表や各級の 
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党執行委員が参加し，党員代表大会は当該党組織の党員全員が参加資格を持つ(Kot labiap 
khoong phak pasaason pativat lao 2011, 27-29)1。しかし党員代表大会に全党員が参加す

ることはほとんどなく，サイソムブーン県でも県内の党員 2830 人を代表する 89 人のみが

参加した(Pasaason, October 5, 2015)。サイソムブーン県が党大会を開催しなかった理由は，

同県が 2013 年 12 月 31 日に設立された新しい県であり，設立時にソムバット県党書記兼知

事が任命されたからだと考えられる。 
一部の県では党大会時やその前後で人事異動があった。党大会時に新しい党書記が選出

されたのは 7 県(ボリカムサイ県，ルアンナムター県，カムアン県，サラワン県，ルアンパ

バーン県，ヴィエンチャン県，フアパン県)，党書記の再任が 9 県(サイニャブリー県，セコ

ーン県，シェンクアン県，チャンパーサック県，ポンサリー県，アッタプー県，首都ヴィ

エンチャン，サワンナケート県，サイソムブーン県)，そして党大会前に県党書記・知事が

交代したのが 2 県(ボケオ県，ウドムサイ県)ある。しかしサイソムブーン県は第 10 回党大

会後の 2016 年 2 月 16 日にソムバット党書記・知事が退任し，トーンローイ国防副大臣が

新党書記・知事に就任した(Pasaason, February 17, 2016)。これは後述するようにソムバ

ットが第 10 期党中央執行委員会選挙で落選したこと，またサイソムブーン県での治安悪化

が理由と考えられる。 
県党書記・知事の交代は通常の人事異動，引退，降格等が理由である。たとえばボケオ

県はカムマン前党書記・知事の内務大臣への異動が交代の理由である。一方でウドムサイ

県は県の架空公共事業問題による降格，フアパン県も前知事の投資に絡む問題による降格

と考えられる。 

2015年4月8～10日 サイニャブリー県党委員会第6回大会
2015年4月28～30日 ルアンナムター県党委員会第7回大会
2015年5月6～8日 ボリカムサイ県党委員会第6回大会
2015年5月6～8日 セコーン県党委員会第9回大会
2015年5月6～8日 シェンクアン県党委員会第7回大会
2015年7月8～10日 サラワン県党委員会第8回大会
2015年7月9～11日 カムアン県党委員会第9回大会
2015年7月22～24日 チャンパーサック県党委員会第7回大会
2015年8月4～6日 ルアンパバーン県党委員会第7回大会
2015年8月10～12日 ポンサリー県党委員会第10回大会
2015年8月11～12日 アッタプー県党委員会第10回大会
2015年8月14～16日 ボケオ県党委員会第5回大会
2015年8月19～21日 首都ヴィエンチャン党委員会第6回大会
2015年8月23～25日 サワンナケート県党委員会第8回大会
2015年8月23～25日 ヴィエンチャン県党委員会第5回大会
2015年10月2日 サイソムブーン県党委員会第1回党員代表大会
2015年11月4～6日 フアパン県党委員会第9回大会
2015年11月2～3日 ウドムサイ県党委員会第8回大会
（出所） Pasaason , Vientiane Timesを基に筆者作成。

表1　県党大会・党員代表大会開催日
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また知事ではないが，サワンナケート県副知事人事で注目に値する動きがあった。2015
年 6 月，故カイソーン党書記長の子息であるサンティパープ・ポムヴィハーン財務副大臣

が，故郷のサワンナケート県副知事に就任した(KPL, June 9, 2015)。サンティパープは将

来を期待されている若手であり，第 10 回党大会では党中央執行委員に選出された。そして

その後サワンナケート県のスパン党書記・知事が計画・投資大臣に異動になったことから，

サンティパープは知事に就任している(Pasaason, May 9, 2016)。 
党書記・知事が再任された 9 県は以前からの続投，もしくは 2014 年の人事異動ですでに

党書記・知事が入れ替わったところである。2014 年 3 月，リアン・サイニャブリー県党書

記・知事が財務大臣に就任し，新党書記・知事にはポンサワン副知事が昇格した。7 月には

ソーンサイ・チャンパーサック県党書記・知事が政府官房大臣兼官房長官に就任したため，

ブントーン県党副書記・副知事が新党書記・知事に昇格している。8 月にはカムパン・アッ

タプー県知事が党中央事務局長に就任した(山田 2015, 307-308)。 

 

 
次に中央国家機関についてみよう。表 2 は中央国家機関レベルの党大会や全国大会開催

日である 2。中央機関の一部も党員代表大会や党員会議のみを開催している。大臣は行政職

であるため交代は必ずしも党大会と連動しているわけではないが，大臣人事は県知事人事

と密接にかかわっている。したがって 2015 年は一部機関で大臣の交代があった。 
たとえば農林省は 7 月の党大会で省党委員会書記が交代し，8 月にペット新党書記が大臣
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に就任している。一方で内務省，労働・社会福祉省，天然資源・環境省，国家主席府では

大臣の交代が先に行われ，後に省党委員会大会で新大臣が党書記に選出された。また外務

省のようにトーンルン大臣が党委員会書記から退いたが大臣職を維持している場合もある。

ただし後述するようにトーンルンは 2016 年 4 月 20 日に首相に就任し，サルームサイ副大

臣が大臣に昇格した。 
 

 
 
また県知事と同様に 2014 年にも大臣の異動があった。3 月，リアン・サイニャブリー県

知事が財務大臣に就任し，プーペット財務大臣は政府官房大臣となった。同じく 3 月には

ブンチャン公共事業・運輸副大臣が大臣に昇格し，ソマート大臣は政府官房大臣に異動し

た。ソマートはその後 2015 年 9 月に天然資源・環境大臣に就任している。またケムマニー
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工業・商業副大臣が大臣に昇格し，ナム大臣は政府官房大臣に就任した。 

さらに 2014 年 7 月の第 7期第 7回国会では，ブンポーン党中央事務局長とパンカム教育・

スポーツ大臣の副首相就任，ソーンサイ・チャンパーサック県知事の政府官房大臣兼官房

長官への就任，セーンヌアン国防大臣代行の大臣への就任が承認された。この人事異動を

受けてシンラウォン政府官房大臣兼官房長官は首都ヴィエンチャン知事に就任した。シン

ラウォンはかつて同知事を務めており，飛行機事故で死亡した故スカン知事の穴を埋める

形となった。8 月に入るとカムパン・アッタプー県知事が党中央事務局長に就任し，ナム前

工業・商業大臣が同県知事に就任した。そしてトーンサニット国家政治・行政学院副院長

が院長に就任し，キケオ院長は党宣伝・訓練委員会委員長となり死亡した故チュアン委員

長の穴を埋めた。9 月にはブンクート外務副大臣が司法大臣に，チャルーン司法大臣は国家

社会科学院院長に就任している(山田 2015, 307-308)。 

大衆組織でも 2015 年に人事異動があった。ラオス退役軍人協会はソムポーン会長が再任

されたが，ラオス労働連盟議長にはパーン前ボリカムサイ県党書記・知事が就任し，ラオ

ス女性連盟議長にはインラーワン副議長が，そしてラオス人民革命青年同盟ではソーンタ

ヌー副書記が書記に昇格した。3 者ともに党大会前年に開催された全国大会で選出されてい

る。表 3 は主要な県党書記・知事，大臣等の任務委譲式開催日である。 
以上のように党大会前の 2 年間で頻繁に人事異動が行われた。そして知事や大臣等に昇

格した幹部達の多くが新期党中央執行委員会に入ることになる。以下では第 10 回党大会で

の人事について詳しくみていくが，その前に次節では第 10 回党大会の正代表 685 人の属性

から党内が世代交代の時期にさしかかっていることを確認する。 
 
第2節 党大会代表の属性 

 
表 4 は過去 3 回の大会に参加した正代表の属性を比較したものである。そこからは第 10

回党大会のいくつかの特徴がわかる。 
第 1 は党員数が 26 万 8431 人(人口比約 3.8％)と最大になったことである。前回党大会時

から約 40％増加し，第 8回党大会から第 9回党大会までの増加率約 29％を大幅に上回った。

第 10 回党大会では民間や外国企業への党組織の設立，また党員拡大が方針に掲げられてお

り，今後さらに党員数拡大のスピードが速まる可能性が高い。そして党員数の増加に伴い

党大会に参加する正代表も 685 人と過去最大となっている。 
第 2 は代表の属性が大きく変化していることである。党・大衆組織，国防・治安部門の

代表数が前回大会から減少し，反対に経済，立法・司法・文化・社会部門が増加している。

特に党・大衆組織は大きく割合を低下させ，経済部門の割合が大きく増加した。党や国防

分野の重要性が低下したわけではないが，今回の党大会では経済部門をより重視したこと

が窺える。 
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第 3 の変化は世代交代である。代表の平均年齢は 57 歳であり過去 2 回の大会とほぼ同じ

である。しかし入党年をみると大きな違いがみられる。今大会ではこれまでのように 1975
年以前と以後の革命参加者の割合が明らかにされず，1975 年以前と以後に入党した党員の

割合のみ示されている。それによると 1975 年以前の入党者は代表の 9.2％と前回大会より

も大きく減少し，1975 年以降の入党者の割合が全体の 90％を超えた。革命参加年の詳細が

表４　党大会正代表の属性
第8回 第9回 第10回

党員数 14万8590人 19万1780人 26万8431人
代表数 498人 576人 685人
女性代表 53人（10.6%） 60人（10.4%） 83人（12.1％）
党中央委員 47人 52人 49人
省庁・地方選出者 451人（90.6%） 524人（91.%） 636人（92.8％）
　地方党委員会 333人（66.9%） 362人（63.5%） 412人（60.1％）

　中央級党委員会 165人（33.1%）1) 162人（28.1％） 224人（32.7％）

党・大衆組織 271人（54.4%） 333人（57.8%） 333人（48.6％）
国防・公安 97人（19.5％） 99人（17.2%） 102人（14.9％）
経済部門 72人（14.5％） 62人（10.8％） 140人（20.4％）
立法・司法・文化・社会 58人（11.6％） 82人（14.2％） 110人（16.1％）
1975年以前の入党者 106人（21.3％） 84人（14.6％） 63人（9.2％）
1975年以降の入党者 392人（78.7％） 492人（85.4％） 622人（90.8％）
1975年以前の革命参加 165人（33.1％） 313人（54.3％） －
1975年以降の革命参加 333人（66.9％） 263人（45.6％） －
最高齢／最年少／平均年齢 82歳／35歳／56歳 84歳／37歳／55歳 78歳/35歳/57歳
代表の教育レベル　　
　初等 10人（2.0％） 4人（0.7％） 3人（0.4％）
　前期中等 85人（17.1％） 56（9.7％） 20人（2.9%%)
　後期中等 403人（80.9％） 516（89.6％） 662人（96.6%)
専門性
　初等専門 47人（9.4％） 14人（2.4％） 8人（1.2％）
　中等専門 94人（18.9％） 65人（11.3％） 43人（6.3％）
　高等専門 199人（40.1％） 200人（34.7％） 114人（16.6％）
　学士 81人（16.3％） 116人（20.1％） 175人（25.5％）
　修士 45人（9.0％） 123人（21.4％） 254人（37.1％）
　博士 32人（6.4％） 58人（10.1％） 89人（13.0％）
政治理論レベル
　未通過 ― 5人（0.9％） 4人（0.6％）
　初級、育成レベル ― 27人（4.7％） 5人（0.7％）
　中級 53人（10.6％） 20人（3.5％） 11人（1.6％）
　高級 312人（62.7％） 394人（68.4％） 450人（65.7％）
　学士 32人（6.4％） 70人（12.2％） 85人（12.4％）
　修士 11人（2.2％） 25人（4.3％） 88人（12.8%）
　博士 22人（4.4％） 35人（6.1％） 39人（56.9％）
党職位
　省・機関党委員会 78人（15.7％） 118人（20.5％）
　県党委員会書記・副書記・委員 273人（54.8％） 329人（57.1％）
　郡党委員会書記、副書記 22人（4.4％） ― 98人（14.3％）

　県党委員ではない郡党書記2) ― 2人（0.3％） ー

　基層党委員会書記・副書記3) 24人（4.8％） 46人（8.1％） 32人（4.7％）

　党単位書記、副書記 45人（9.0％） 20人（3.5％） 32人（4.7％）
　正党員 9人（1.8％） 9人（1.6％） 3人（0.4％）

（出所）Eekasaan koong pasum nyai khang thii VIII phak pasaason pativat lao , 2006, Eekasaan koong
pasum nyai khang thii IX phak pasaason pativat lao , 2011, Pasaason,  January 19, 2016.

471人（68.6％）4)

（注）１）第8回党大会の中央・地方出身者の内訳は総数と合っていない。しかし第8回党大会報告書に
はこのように記されている。
　　　２）第10回党大会では基層党委員会書記・委員という表記であった。
　　　３）第10回党大会では党単位書記・委員という表記であった。
　　　４）省・機関党委員会、県党委員会書記・副書記・委員を合わせた人数。
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不明なため一定の留保は必要だが，革命第一世代はほぼいないと考えてよいだろう。 
世代の分類は何を基準にするかで大きく異なる。生まれた年代で分類することも可能だ

が，同じ 1940 年代生まれでも革命参加年が 10 年以上異なることもあり，明確な分類は難

しい(山田 2002, 147 注 14)。また入党年で分類することも可能だが，この場合も革命参加

年と入党年でタイムラグが生じる。人民革命党はもともと革命に起源を持つ政党であり革

命への貢献が重視されるため，革命参加年により分類するのが適当だと考えられる。 
そこで本章では，1930 年代や 40 年代の早期に抗仏闘争に参加しインドシナ共産党と関

係があった世代を第一世代，第一世代より少し遅れて 1950 年代の結党前後に革命に参加し

た世代を第二世代，1960 年代から 1975 年の建国までに革命に参加した世代を第三世代，

そして 1975 年以降の革命参加者を第四世代とする。もちろんこれが唯一正しい分類方法と

いうわけではない。しかしひとまずこの分類に沿って代表の世代構成を考えることにする。 
代表の最高齢は 78 歳である。ブンニャン新書記長は大会時 78 歳であったため最高齢に

あたる 3。ブンニャンの略歴をみると革命に参加したのは 1952 年 9 月であり 4，先述の分

類に照らし合わせれば革命第二世代と位置付けられる。もちろん大会には全日程ではない

が 92 歳のカムタイ元党議長，87 歳のシーサワート元政治局員，88 歳のサマーン元政治局

員が参加したが，彼らは正式代表ではない。したがって最高齢のブンニャンが革命第二世

代であれば，党大会代表に革命第一世代は一人もいないと考えて良いだろう。第 10 期政治

局内でブンニャンの次に高齢なのは 70 歳のトーンルン新首相である。トーンルンが革命に

参加したのは 1962 年であり第三世代にあたる 5。そうであれば 1975 年以前の入党者 63 人

の内，第二世代もほとんどいないと推測される。つまり大会参加者の多くは第三世代や第

四世代だと考えられるのである。 
このように党大会代表の世代構成からでもすでに革命第一世代，第二世代から第三世代，

第四世代に権力がシフトしていることが見て取れる。そしてこの世代交代の流れは党指導

部人事にも反映された。しかし党人事をみると，第一，第二世代から次世代に完全に権力

が移行したともいえない。ブンニャンが党書記長に就任したことで前世代の影響力は残さ

れたのである。 

 
第 3 節 党人事 
 
1．書記長人事 
第 9 期党規約第 17 条第 2 項は，党書記長任期は 2 期連続を超えないと定めている(Kot 

labiap khoong phak pasaason pativat lao 2011, 42)。つまり 2006 年から党書記長を 2 期

連続で務めたチュムマリーの退任は既定路線であった。 
冒頭で述べたように新たに書記長に就任したのはブンニャン国家副主席(役職は選出時)

である。ブンニャンの前に歴代党書記長は 3 人しかいないため判断は難しいが，35 歳で初
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代書記長に就任したカイソーンを除けば，1992 年に 68 歳で党議長に就任したカムタイ 6，

その後継者であるチュムマリーも 69 歳で書記長に就任している(Stuart-Fox 2008, 57-58, 
147-151, 159-161)。一定の留保が必要とはいえ 78 歳のブンニャンがいかに高齢で就任した

かがわかるだろう。つまりブンニャンは引退してもおかしくない年齢であり，任期は 1 期

のみと考えられる。ではなぜチュムマリーからブンニャンへと第二世代間でバトンを引き

継いだのだろうか。 
書記長だけでなく今大会の人事にはカムタイ元党議長が大きな影響力を行使したとみら

れている。つまりブンニャンの書記長就任はカムタイの意向であった可能性が高い。若返

りを図るのであれば，71 歳のトーンシン首相が書記長に就任してもよかった(後述するよう

に結果的にトーンシンは引退した)。しかしカムタイは第三世代への移行は時期尚早と考え，

ブンニャンを選らんだといえる。それには 3 つの理由が考えられる。 
第 1 は軍出身者の継続である。これまでの党書記長はすべて軍隊でトップを務めた人物

が就任している。しかし第 9 期政治局の中で軍歴を有する第三世代の書記長候補は，引退

が確実視されていたアサーン副首相と飛行機事故で亡くなったドゥアンチャイ国防大臣兼

副首相以外いなかった 7。仮に第三世代への交代が実現すれば軍歴のない党書記長が初めて

誕生したことになり，党軍関係にとって転換期となっただろう。ラオス人民軍は党のコン

トロール下にあり軍が独自のアクターとして党に対抗することは考えられない。ただしそ

れには党書記長の軍歴が大きく影響してきたことも事実である。ブンニャンの軍での階級

は大佐でありそれほど高くないが，党軍関係の維持にとって軍歴のあるブンニャンの登用

は大きな意味がある。 
第 2 はその党軍関係の整備である。軍歴のないテクノクラート幹部の増加という新しい

条件下で党軍関係を整備するには時間を要する。つまりカムタイは完全なる世代交代を時

期尚早と考え，党軍関係の整備と次世代継承者の育成に一定期間を設けたと考えられる。

たとえば党大会政治報告では国防・治安維持について，「国防・治安維持勢力への直接的で

断固とした全面的な党指導を強化する。(省略)武装勢力の人材を育成しレベルを向上させる。

まずは指導・指揮職員であり，継続的かつ着実に継承者を有するよう保証する」(Pasaason, 
January 19, 2016)と記されている。党指導部が党軍関係と世代交代に慎重になっているこ

とがわかるだろう。 
第 3 は世代交代の道筋を整えることである。後述するように政治局からトーンシン首相，

ソムサワート副首相が引退し 8，トーンルン副首相兼外務大臣が党序列 2 位となり新首相に

就任した。トーンシンは 71 歳（党大会時，以下同じ），ソムサワートとトーンルンは同じ

70歳であり 3人とも第三世代に属する。3者ともに軍歴はないが次世代指導者候補であり 9，

かつライバルと目されてきた。つまり 3 者は指導部内で権力均衡として機能する一方で，

権力闘争の火種になりかねない関係ともいえる。そしてそのような状況で第二世代が引退

し，第三世代への交代を一気に進めれば体制にとって不安材料となる。したがってカムタ
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イは将来的な問題を最小限に抑えるためにもブンニャンをトップに据え安定を保ち，その

上で次世代指導者の選択を行い，かつトーンシンとソムサワートを引退させた
．．．．．

のではない

だろうか。つまりブンニャンを後見人にトーンルンの政権運営環境を整えたのである。言

い換えれば，トーンルン政権の安定を保ちトーンシンとソムサワートの影響力を削ぐため

にも，ブンニャンの登用は必要だったといえる。そして後述するようにパンカムを書記局

常任兼国家副主席にし，自身の息子であるソーンサイを政治局員兼副首相に抜擢したこと

からは，カムタイは今後 10 年以上にわたる指導者人事の道筋を整えたと考えられる 10。 
現在の党内でカムタイの意向に異を唱えることのできる人物はいない。だからこそトー

ンシンとソムサワートは引退を受け入れたのだろう。逆に言えばカムタイでなければ 2 人

を引退させ，以上のような次世代への道筋を整えることは不可能である。そのことからも

今回の人事にはカムタイの意向が強く働いたと考えられる。 

 

2．政治局，書記局人事 
表 5 は第 10 期党中央政治局員名簿である。人数は 11 人と前期から増減はない。前期か

らは 2014 年に死亡した序列 7 位のドゥアンチャイ副首相兼国防大臣を除き，2 位のトーン

シン首相，5 位のアサーン副首相，8 位のソムサワート副首相が引退し，10 位のブンポーン

が降格となった。 
トーンシンはウドムサイ県の架空公共事業に関する捜査が周辺に及んだとも噂されてい

る。また 2010 年からの在任中に経済発展が進んだ一方で，汚職・不正や債務問題などが拡

大した。ソムサワートは経済発展に大きく貢献したが，強引な開発を進め内外に債務を蓄

積させてきた。2 人は先述の後継者問題に加え，経済問題の責任をとらされたともいえる。

アサーンは年齢による引退である。 
一方ブンポーンの降格理由は定かではない。ブンポーンは前回大会で政治局入りした将

来の指導者候補であり，党組織委員会での勤務からラオス人民革命青年同盟書記となり，

ウドムサイ県知事，党中央事務局長等を歴任してきた 11。将来のために唯一足りなかった

のが中央行政での経験であったが，2014 年に副首相に就任し準備は万全であった。しかし

表5　政治局名簿
序列 氏名 役職（選出時）

1 ブンニャン・ウォラチット 党書記局常任/国家副主席
2 トーンルン・シースリット 副首相/外務大臣
3 パニー・ヤートートゥー 国会議長
4 ブントーン・チットマニー 政府検査機構長/反汚職機構長/党・国家検査委員会長
5 パンカム・ウィパーワン 副首相/教育・スポーツ大臣
6 チャンシー・ポーシーカム 党組織委員会委員長
7 サイソムポーン・ポムヴィハーン 国会副議長
8 チャンサモーン・チャンニャラート 国防副大臣
9 カムパン・ポムマタット 党中央事務局長
10 シンラウォン・クットパイトゥーン 首都ヴィエンチャン知事
11 ソーンサイ・シーパンドーン 政府官房長官

（出所）Pasaason,  Januray 25, 2016を基に筆者作成。
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今回は党中央執行委員に序列 16 位で残留したものの政治局を外れ降格となった。党幹部が

降格処分を受けるのは汚職など何らかの問題を起こした場合である。ブンポーンはウドム

サイ県知事を 2002 年から 2010 年まで務めており同県にかかわりが深いため，ウドムサイ

県の架空公共事業事件に何らかの形で関与した可能性はある。 
新たに政治局入りしたのは 6 位以降の 6 人である。チャンシー党組織委員会委員長（役

職は選出時，以下同じ），サイソムポーン国会副議長，チャンサモーン国防副大臣，カムパ

ン党中央事務局長，シンラウォン首都ヴィエンチャン知事，ソーンサイ政府官房大臣兼官

房長官である。チャンシーとカムパンは党の重要職についており政治局入りは理解できる。

一方チャンサモーンは前回序列 15 位で現職の国防大臣を抜いて政治局入りした。党大会後

4 月の国会でセーンヌアン大臣が国会副議長に異動し，チャンサモーンは国防大臣に就任し

た。政治局入りはその布石であったといえる。 
シンラウォンは前期序列 31 位から一気に政治局入りを果たした。シンラウォンは首相府

副大臣，ヴィエンチャン特別市(当時)副市長，市長，政府官房大臣兼官房長官等を務め，2014
年から再び首都ヴィエンチャン知事に就任している。経歴から考えれば政治局入りは妥当

といえるが，政治局入りを後押ししたのはブンニャン新書記長の可能性が高い。2 人は同じ

サワンナケート県の出身である。 
サイソムポーンとソーンサイは元党書記長の子息であり，遅かれ早かれ政治局入りする

とみられていた。サイソムポーンは故カイソーン書記長の子息であり，国会副議長を 10 年

務めている。国会は 2015 年の憲法改正で国家権力の最高機関と位置付けられ，その役割と

権限は一層強まると考えられる。したがって留任したパニー国会議長とともに国会から 2
名政治局入りしても不思議ではない。しかし 4 月の人事異動でサイソムポーンは国会副議

長を外れ，今後はラオス国家建設戦線議長に就任する予定である。今大会政治報告で建設

戦線は国民の意見集約の場，国民から党・国家に対するインプットの場として位置付けら

れた。国民の代表機関である国会での経験が長いサイソムポーンにとっては適任だろう。

またカイソーンの子息として知名度が高いことも，民族融和や社会動員を任務とする建設

戦線には適している。 
一方，カムタイ元議長の子息であるソーンサイは 49 歳（年齢は党大会時）と若く，地元

のチャンパーサック県で官房長，副知事，知事を経験し 2014 年から政府官房大臣兼官房長

官となっている。つまり県知事と中央行政職を務めており最低限の経験は積んでいること

になる。しかし職歴は他の政治局員と比べて見劣りする。ソーンサイの入局は明らかに父

であるカムタイの意向であり将来を見据えてのものである。 
以上の政治局人事について一部外国メディアはベトナム派の復権と捉えている 12。確か

にブンニャンはベトナムへの留学経験があり，その他の政治局員もベトナムと関係が深い

者が多い。たとえばトーンルンは若い頃にハノイ駐在経験があり，パニーは幼少の頃から

ベトナムで教育を受け 13，パンカムはラオス・ベトナム友好協会会長である。ブントーン
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もベトナムに留学経験がある 14。またサイソムポーンの祖父はベトナム人であり，父カイ

ソーンはベトナムと密接な関係にあった(Stuart-Fox 2008, 148) 
しかし党内を中国派とベトナム派に二分することには疑問である。確かに引退したチュ

ムマリー，トーンシン，ソムサワートの 3 人は中国と良好な関係にあった。特にソムサワ

ートは中国系であり中国指導部との関係を維持し，中国資金を活用し多くのプロジェクト

を手がけてきた 15。一方で 3 人はベトナムとも良好な関係を築いていた。また国家建設に

おける中国資金の活用は 3 人が始めた政策ではなくむしろカムタイ時代にさかのぼる。 
3 人の引退により考えられるのは，中国から多額の借款を受けて実施する大規模プロジェ

クトの縮小である。しかしそれはベトナム派の復権を意味しない。たとえばブンニャンも

パニーもベトナムとのかかわりが深いとはいえ，定期的に中国を訪問し中国指導層と関係

を構築している。その他指導者達も同様である。また特定の個人だけでなくラオスの各国

家機関や地方も中国と関係を構築している。ラオスは地理的にもイデオロギー的にも中国

とベトナム両国と良好な関係を築く必要がある。したがってどちらか一方に大幅にシフト

することはなく，これからも中国とベトナムの間で巧みにバランスをとっていくと考えら

れる。 
ただしベトナム側からみれば，自国とかかわりの深い幹部が政治局に多いため歓迎すべ

き人事であろう。一方中国からすれば今回の人事は不満の残るものかもしれない。とはい

えベトナム派の復権とするには説得的な根拠が少ないことも事実である。 

 

 
 
書記局人事は表 6 のようになっている。書記長の右腕として書記局常任に就任したのは

パンカム副首相兼教育・スポーツ大臣(役職は選出時)である。書記局常任はその役職から党
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内の政策決定過程のほぼすべてに関与し大きな影響力を有する。パンカムは前回ブンポー

ンとともに政治局入りし，また 2014 年には同じく副首相に就任した将来の指導者候補であ

る。ブンポーンが降格しパンカムが自身より序列上位のブントーンを抜き書記局常任に就

任したことは，次期指導者候補に躍り出たことを意味する。 
パンカム以外のメンバーをみると，検査機構，組織委員会，党中央事務局，宣伝・訓練

委員会，国防省，公安省の指導幹部が入っており前回とほとんど違いはない。注目は前回

39 位から書記局入りしたキケオ党中央宣伝・訓練委員長と，新人で書記局入りしたウィラ

イ国防副大臣である。キケオは党の思想・理論作業を担当する宣伝・訓練委員長であり，

特に今後は「カイソーン・ポムヴィハーン思想」の構築を担当するため入局は妥当である。 

一方ウィライの入局は驚きであった。しかし 4 月の国会でセーンヌアン国防大臣が国会副

議長に異動したことを考えれば，ウィライの入局はそれを見越しての動きだったと解釈で

きる。 
 
 3．党中央執行委員会 
 冒頭で述べたように，第 10 期党中央執行委員会選挙では 77 人の候補者の中から 69 人の

委員が，そして11人の候補者の中から8人の予備委員が選出された(Pasaason, January 22, 
2016)。委員数は前回から 8 人増えた。また予備委員制度は 1991 年の第 5 回党大会以来の

復活である。委員数の増加は党員数の拡大とともに，幹部へのポスト配分という意味合い

が強い。予備委員の復活も同様である。しかし近年は事故や病気による死亡，また降格な

どが多く，補充のための措置ともいえる。ただし人選をみると指導者や有力家系の子息・

子女が目立ち，指導者達の意向を反映するための制度といえなくもない。これについては

後述する。 
表 7 は第 10 期党中央執行委員会名簿である。前期から外れたのはチュムマリー前党書記

長やトーンシン首相を筆頭に 22 人いる(表 8)。その理由は年齢，病死や事故死，健康問題

等さまざまだが，降格は少なくとも 4 人いると考えられる。前回 28 位のカムプーイは複数

政党制の導入を訴えたことによる降格，前回 43 位のプーペット政府官房大臣と 58 位のカ

ムラー前ウドムサイ県知事は架空公共事業に絡む汚職による降格である。また 50 位のカム

フン前フアパン県知事も県内の投資絡みの問題による降格と思われる。しかしカムフンは

党中央事務局副局長に異動となっている(Pasaason, January 8, 2016)。 
事故死は 2014 年の飛行機事故で死亡した 4 人であり，病死は 38 位のサンニャーハック国

防副大臣である。サンニャーハックは故カイソーン元書記長の子息であり 45 歳(死亡時)と
若く，将来を期待された人材であった。能力も高く周囲の評判もよかった。存命であれば

間違いなく上位に入った人材であり書記局入りの可能性は高かった。サンニャーハックや

ドゥアンチャイ大臣の死により，国防人事サイクルは修正を余儀なくされたといえる。そ

してそれがウィライの書記局入りに影響している可能性がある。 
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今回新たに委員となったのは 30 人である。30 人の選出時の役職をみると，全員が前回大

会以降に県知事，大臣，副大臣等に就任した中堅・若手幹部である。つまりこの 5 年間の

人事異動が着実に反映された結果といえる。しかしサイソムブーン県知事と司法大臣は中

央執行委員に入っていない。ソムバット・サイソムブーン県知事は中央執行委員候補であ

ったが落選している。ただ結果的にサイソムブーン県は党大会後に県党書記・知事が交代 
し，序列 40 位のトーンローイ国防副大臣が新県党書記・知事に就任した(Pasaason, 
February 17, 2016)。 

委員や予備委員を含めて目立つのは指導者達の子息・子女の多さである。たとえばカム

タイ家は 11 位のソーンサイの他，義理の息子であるカムペーンが 31 位，娘のヴィアント

ーンが 48 位となっている。この他にもカムタイ家と関係が深いコマシット家から 2 人(50
位と 54 位)入った。カイソーン家はサイソムポーンの他，サンティパープ・サワンナケート

県副知事が 69 位となった。チュムマリー家はヴィエンチャン県知事のウィドンが 62 位で

入った他，サワンナケート県カイソーン・ポムヴィハーン郡郡長ポーサイが予備委員 7 位

となっている。トーンシン首相の子息ソーンタヌーは 49 位，シーサワートの子女インラー



機動研究中間報告『ラオス人民革命党第 10 回大会と「ビジョン 2030」』アジア経済研究所 2016 年 

15 
 

ワンは 44 位，ブンニャンの子女ブンカムは予備委員 1 位，サマーン家からはナムが 22 位，

スワンサワンが予備委員 6 位に入った。その他，故ウドム・カッティニャ元政治局員の子

女バイカムが予備委員 4 位となっている。予備委員は指導者や有力家の子息・子女の将来

を保証するための人材プール機関ともいえる。 
最後に今回の中央執行委員会選挙候補者リストの順位と選挙結果を踏まえた序列の違い

を指摘する。候補者リスト 39 番までは前期の序列順に氏名が記されていた。40 番以降は新

人や復活者である。1 月 22 日の投票日当日に発表された選挙結果はリストに記された順番

通りに発表された。しかし翌日に発表された正式結果は候補者リスト番号とは異なる順位

付けがなされていた。つまり一晩で序列に変更があったのである。たとえば候補者リスト 2
位はパニー国会議長，3 位はトーンルン副首相兼外務大臣であったが，正式結果は 2 位がト

ーンルン，3 位がパニーとなった。このような順位の入れ替えは多くの箇所で行われた。 
 
第 4 節 国家機関人事 
 
党大会後の 3 月 20 日に行われた第 8 期国会議員選挙を踏まえて，4 月 20 日に第 8 期第 1

回国会が招集された。そこでは国会の組織・人事とともに，新たな国家機関人事が承認さ

れた。以下，国家主席，副主席，内閣の順に考察する。 
国家主席には順当にブンニャン党書記長が就任した。これまでも党書記長と国家主席は

同一人物が兼任しており今回もそれに変更はない。国家副主席にはパンカム党書記局常任

が就任した。ブンニャンもこれまで党書記局常任と国家副主席を兼務しチュムマリー前党

書記長を支え，そのチュムマリーも書記長就任前は政治局常任兼国家副主席としてカムタ

イ元党議長を補佐し党内業務を統括した。パンカムが党大会で書記局常任に就任した時点

で今回の国家副主席就任は既定路線だったともいえる。パンカムは現在 65 歳であり，次回

党大会が開催される 5 年後には 70 歳と党書記長に就任するには適齢となる。革命第一世代

や第二世代だけでなく，若手からもパンカムは能力を認められている人材である。役職か

ら考えればパンカムが 5 年後に党書記長に就任する可能性は十分ある 16。 
次に内閣人事をみよう。表 9 は新内閣の構成である。首相には予想通り党大会で序列 2

位となったトーンルン副首相兼外務大臣が就任した。トーンルンは 1945 年 11 月 10 日生ま

れの 70 歳であり，この 10 年間は副首相兼外務大臣を務めてきた。ラオスは 2016 年の

ASEAN 議長国を務め，秋には首脳会議を主宰する予定である。外交経験豊富で ASEAN 各

国首脳や外務大臣と人脈があるトーンルンはまさに最適な人材といえる。トーンルンの首

相就任はもちろんそれ以外の能力や他の幹部とのバランスを考慮した結果でもあるが，

ASEAN 議長国という要素が大きく働いたことは間違いないだろう。 
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また同世代のトーンシンとソムサワートが一線を退いたことで，トーンルンは政権運営

において独自色を出しやすい環境となった。そして閣内をみると全員トーンルンより年齢

が低く，首相に対抗できる閣僚はほとんどいないといってよい 17。もちろん集団指導体制

を基本とする合議制であるため首相が独裁的な運営を行うことはない。しかしトーンルン

はトーンシン前首相よりも強い指導力を発揮できる環境にある。また党書記局常任を務め

るパンカムとは同郷であり旧ソ連留学時代が重なっている。党政との太いパイプもトーン

ル 
ンにとっては好都合である。 
一方 2003 年から 4人体制となり，2014 年には最大 5 人に増えた副首相は 3人に減った。

副首相に就任したのはブントーン，ソーンサイ，ソムディーの 3 人であり，3 人とも初めて

の就任である。ブントーンは政府検査機構・反汚職機構長を，ソムディーは財務大臣をそ

れぞれ兼任している。ブントーンは序列 4 位であり，また検査業務や汚職問題の解決が喫

緊の課題となっているため副首相就任は当然である。ソムディーの序列は決して高くない。

それでも副首相に就任したのは財務大臣という役職の重要性だと考えられる。ソムディー

は 2007 年に財務副大臣から昇格し 2011 年まで財務大臣を務めてきた(山田・ケオラ 2008, 
253; 山田 2012, 42-44)。財政赤字や債務問題が悪化し，ウドムサイ県の架空公共事業事件

が起きたのはソムディー退任後である。ソムディーは経験を買われ財務問題の解決や財務

省の立て直しという重責を担うこととなった。 
以上の 2 人と異なりソーンサイは副首相専任である。政治局入りと同様に副首相就任に

父カムタイの意向が強く働いたのは間違いない。2014 年にチャンパーサック県知事から政

府官房長となり今回副首相に就任するというスピード昇進は，かつてカムタイが引き上げ

たブアソーン前首相の例を彷彿させる。つまり首相就任のための準備期間である。ソーン

サイは早ければ 5 年後に，遅くとも 10 年後には首相になる可能性が高い。 
大臣の多くは留任した。変更があったのは財務，国防，外務，農林，司法，教育・スポ

ーツ，計画・投資，保健，首相府大臣である。国防はセーンヌアン前大臣が国会副議長に

異動となったためにチャンサモーン副大臣が昇格した。チャンサモーンは第 10 回党大会で

政治局入りしており大臣への就任は既定路線であった。外務大臣はトーンルン前大臣が首

相に就任したためサルームサイ党中央執行委員兼副大臣が昇格した。教育・スポーツ省も

パンカム前大臣が書記局常任や国家副主席に就任したため，セーンドゥアン党中央執行委

員兼副大臣が昇格している。保健も同様に大臣の異動により副大臣が昇格した。しかしブ

ンコーン新大臣は中央執行委員ではない。 
一方で農林，司法，計画・投資，首相府大臣は党・国家幹部が横滑りした。農林大臣に

はリアン前財務大臣が就任し，ペット前農林大臣は首相府大臣兼官房長官という要職に就

任した。司法大臣にはサイシー党組織委員会副委員長が就任している。計画・投資大臣に

はスパン・サワンナケート県知事が就任した。リアンは経済計画が専門であり農林分野の
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専門性はない 18。財務大臣から農林大臣への異動は明らかに格下げである。 
注目はペットとスパンである。ペットは 2015 年に農林副大臣から大臣に昇格したばかり

である。わずか半年で首相府大臣兼官房長官という要職に抜擢されたことになる。官房長

官は政府の要であり首相や副首相と密接にかかわる。そして過去の例をみても同職を経験

し昇進していく場合が多い。ペットの官房長官就任は将来を買われてのことであり今後が

注目される。一方スパンはかつて国家計画委員会(現計画・投資省)で計画局長を務めており，

特別経済区のあるサワンナケート県で地方行政経験を積んで古巣に復帰した形となった。

計画・投資大臣に適任といえよう。 
 
おわりに 

 
今回の党，政府人事をみると実質的な権力は革命第三世代に移ったといえる。しかしブ

ンニャンを書記長に据えたことで第一世代や第二世代が影響力を行使するチャンネルも残

された。そこには今後の党軍関係の安定や，現時点での完全な世代交代を望まない革命第

一世代の意図を看取できる。特に今回の人事にはカムタイ元党議長の影響力が強く働いた

のは間違いないだろう。ブンニャンは変わり目にあるなかでの次世代へのつなぎ役であり，

軍歴がある最後の第二世代指導者として象徴的な役割を担っているのである。 
とはいえ実質的な政権運営は首相に就任したトーンルンを中心に次世代が担うことにな

る。新内閣には実務経験豊富な中堅や若手が多く配置されており，これまで以上に合理的

な国家運営を行っていくと考えられる。特にトーンシン前首相，ソムサワート前副首相，

アサーン前副首相，故ドゥアンチャイ前副首相の 4 人が政権から姿を消したことで，政策

決定過程の合理性が高まり，非合理的な大規模プロジェクトは減少すると推測される。 
しかしそれはトーンルンのリーダーシップと合理的判断にかかっている。ラオスは集団

指導体制を基本とする合議制であるため，トーンルンが独裁的振る舞いをすることはない

だろう。しかし政府内にはトーンルンに対抗できる人材はみあたらない。前内閣では首相，

副首相がほぼ同世代のライバルで占められており，それが権力均衡として機能していた面

がある。つまりトーンルンは独自色を出しやすい環境にあるが，それがマイナス材料にな

る可能性も否定できない。だからこそブンニャン書記長就任に意味があるのだろう。また

当然，チュムマリー，トーンシン，ソムサワートも黙ってはいない。 
ただし 2016 年は ASEAN 首脳会議がラオスで開催されるため，そこでは外交経験豊富な

トーンルンが力を発揮することになる。そしてトーンルンはそれを期待されている。しか

し 2 年目以降は山積みである内政問題への対応を迫られる。その時にトーンルンがリーダ

ーシップを発揮し，実務経験豊富な中堅や若手大臣の能力を引き出し，合理的な政権運営

をできるかが課題である。 
「2020 年の最貧国脱却」にはまだあと 4 年ある。しかし党大会では「ビジョン 2030」
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が提示され，すでにラオスは2030年の上位中所得国入りに向けて実質的スタートを切った。

国民からの信頼回復も課題である。経済発展のペースを落とさずにいかに拡大する開発の

負の側面に対応し，国民の信頼を高めていくのか。そして次世代へのバトンタッチに向け

た道筋をどのように整えるのか。ブンニャン・トーンルン体制の手腕が問われることにな

る。 
 

                                                   
1 党規約ではこのような書き方になっている。しかしサイソムブーン県の例をみると，県内

の正党員 2830 人のうち 89 人が代表として参加している。したがって参加者は上級からの

任命だと考えられる。 
2 党大会とは各省庁の党委員会が開催する大会を指す。全国大会とは労働連盟や女性同盟な

どの大衆団体が開催する全国代表者大会であり党大会とは区別される。 
3 ブンニャンは 1937 年 8 月 14 日生まれである(Stuart-Fox 2008, 30-31)。 
4 たとえば Stuart-Fox (2008, 30-31)では革命参加年は 1954 年となっているが，第 6 期党

中央執行委員の略歴や長所・短所をまとめた党内部資料によると革命参加年は 1952 年 9 月

となっている。 
5 革命参加年は第 6 期党中央執行委員会内部資料による。 
6 1991 年の第 5 回党大会で党書記長は党議長に改称されたが，その後 2006 年の第 8 回党

大会にて再び党書記長に変更になった。カムタイの党議長就任は 1992 年 11 月のカイソー

ンの死亡による。 
7 もちろん党中央執行委員会には軍人もおり軍歴のある第三世代は存在する。しかし，書記

長は前期政治局員から昇格することが慣例であるため，ここでは政治局員の経歴のみを考

慮している。 
8 両者は党中央執行委員会相談役に就任する予定であり完全に引退したわけではないが，実

質的な権限は削がれたといえる。 
9 ソムサワートの可能性は低いと考えられるが経歴と年齢からいって次期指導者候補と位

置付けてよいだろう。 
10 ただし設定した道筋通りにいくとは限らない。何か問題を起こせば周囲から降格させら

れることは十分考えられる。 
11 経歴については

KPL(http://202.137.141.13/kplrp/index.php/42-khammouan/172-dr-bounpone)に掲載さ

れた第 8 期国会議員選挙候補者ポスターに依拠している。 
12 たとえば『日本経済新聞』電子版 2016 年 1 月 22 日

(http://www.nikkei.com/article/DGXLASGM22H70_S6A120C1FF2000/), Radio Free 
Asia 2016 年 1 月 22 日

(http://www.rfa.org/english/news/laos/Laos-elect-01222016112729.html)等を参照。 
13 略歴は第 8 期国会議員選挙候補者ポスターによる。 
14 略歴は第 6 期党中央執行委員会内部資料による。 
15 最も代表的なプロジェクトは中国=ラオス高速鉄道である。 
16 しかしそれはトーンルンの処遇次第である，5 年後にトーンルンは 75 歳となり，健康に

問題がなければ書記長に就任する可能性は十分ある。 
17 唯一トーンルンと年齢が近いのはチャンサモーン国防大臣である。専門の国防分野では

トーンルンに意見する立場にあるがその他分野でトーンルンに対抗できるかは疑問である。 
18 略歴や専門性は第 6 期党中央執委員会内部資料による。 
 
 

http://202.137.141.13/kplrp/index.php/42-khammouan/172-dr-bounpone
http://www.nikkei.com/article/DGXLASGM22H70_S6A120C1FF2000/
http://www.rfa.org/english/news/laos/Laos-elect-01222016112729.html


機動研究中間報告『ラオス人民革命党第 10 回大会と「ビジョン 2030」』アジア経済研究所 2016 年 

20 
 

                                                                                                                                                     
 

参考文献 

 
＜日本語＞ 
山田紀彦  2002. 「ラオス人民革命党第 7 回大会―残された課題」石田暁恵編『2001 年党

大会後のヴィエトナム・ラオス―新たな課題への挑戦―』アジア経済研究所 

121-151. 
________ 2012. 「今後の政治改革路線と新指導部」山田紀彦編『ラオス人民革命党第 9 回

大会と今後の発展戦略』アジア経済研究所 27-46.  
________ 2015. 「燻る政治・経済への不安と党大会への準備」アジア経済研究所『2015 ア

ジア動向年報』アジア経済研究所 303-324. 
山田紀彦・ケオラ スックニラン 2008. 「政治の安定と進む経済発展」アジア経済研究所

『2008 アジア動向年報』アジア経済研究所 251-266. 
 
＜英語＞ 
Stuart-Fox, Martin 2008. Historical Dictionary of Laos (Third Edition). Lanham: The 

Scarecrow Press, Inc.  
 
＜ラオス語＞ 
Eekasaan koongpasum nyai khang thii VIII phak pasaaon pativat lao [ラオス人民革命

党第 8 回党大会文書] 2006. 
Eekasaan koongpassum nyai khang thii IX phak pasaaon pativat lao [ラオス人民革命党

第 9 回党大会文書] 2011. 
Kot labiap khoong phak pasaason pativat lao [ラオス人民革命党規約] 2011. 
 
＜新聞＞ 

KPL. 
Pasaason. 
Vientiane Times. 
 


